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［整備計画］
・公共下水道中央処理区において、下水道区域の拡大整備(美旗地域)に向けた管渠詳細設計や幹線管渠工事に着手し、将来公共接続を予定し
ている住宅地施設の調査にも取り組みました。
・中央浄化センター増設事業(生活排水処理施設の新設及び水処理施設の増設)について、建設工事(第１期)の土木・建築工事の進捗を図ると
ともに、機械・電気工事においては、日本下水道事業団発注により業者との契約が完了しました。
［維持管理］
・下水道ストックマネジメント計画（中央処理区）を再構築し、南部処理区を含む計画を策定しました。また、桔梗が丘第１処理分区内の管
渠更新工事を実施しました。
・農業集落排水処理施設においては、経年劣化が進む名張市第２期地区（滝之原・薦原・川西）の機能強化対策事業計画の策定に取り組みま
した。
［事業運営］
・令和２年度から下水道事業の会計を官公庁会計から公営企業会計へ移行し、初めての決算を迎え、資産と損益の状況を把握して、経営状況
の明確化を図るとともに、円滑な事業運営に取り組みました。
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生活排水を適切に処理する環境が整備されていると思う市民の
割合　（％） 成果

-
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○ 快適な生活環境の形成と河川等の水質保全のために、名張市下水道整備マスタープランに基づき、公共下水道の新規整備や住宅地汚水処
理施設の接続移管をはじめ、地域の状況に応じた合理的な整備手法により下水道事業を進めます。また、各汚水処理施設の適正な維持管理や
持続的な事業管理に取り組みます。
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２．令和３年度の取組内容及びその成果

公共下水道を利用できる市民の割合（人口普及率）　（％）
（中央処理区）
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５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和４年度以降）
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４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

［整備計画］
・中央処理区では、工業専用地域を含む未整備地の早期解消が課題として残っており、市北部の民間管理の既存汚水処理施設においても、不
明水の混入が多く接続に向けた対策が課題となっています。また、下水道分野の専門知識を持った職員が不足しており、未整備地の解消や下
水道区域拡大整備にかかる事業実施に向けた体制づくりが必要です。
［維持管理］
・農業集落排水施設の名張市第２期地区（滝之原・薦原・川西）については、機能強化対策事業計画を策定するとともに、新たな制度改定に
より、規模・処理方式の適正化や再編・統廃合などを検討する維持管理適正化計画を策定する必要があります。
［事業運営］
・今後、企業債償還金の増加や、公共下水道区域の拡大整備による事業推進に加え、施設の老朽化に伴う更新費用や維持管理経費の増加が見
込まれることから、持続可能な事業運営のため、中長期的な視点に基づく計画的な経営に取り組む必要があります。
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［整備計画］
・中央処理区の未整備地については、対応方針を部内で協議し、早期解消に向けて取り組むとともに、美旗地域の今後実施予定の管渠詳細設
計を行い、同時に幹線管渠工事を進めます。また、既存住宅地汚水処理施設の流量調査の結果を踏まえ、施設管理者等との協議を早い段階で
行い、地域特性を踏まえた整備手法や区域設定、雨天時浸入水対策事業などの検討に取り組みます。
［維持管理］
・下水道ストックマネジメント計画に基づき、詳細設計や更新・改築工事に取り組みます。また、機能強化対策事業計画に基づき、農業集落
排水処理施設の名張市第２期地区（滝之原・薦原・川西）の詳細設計や更新工事に取り組みます。
［事業運営］
・公営企業会計に移行し、過去２か年の決算状況が明らかとなり、経営状況の分析が可能となることから、今年度は平成２８年度策定済みの
官公庁会計による経営戦略を公営企業会計の観点から見直します。各セグメント毎の財政状況を的確に踏まえた上で、下水道事業一体とした
経営戦略とし、中長期的な投資試算と財源試算を行い、将来にわたり安定した下水道サービスの提供が可能な事業運営に取り組みます。
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＊R3決算額が事業費1,000千円以上の事務事業を掲載しています（施設等維持管理、内部管理事務の事業を除きます）。
＊R4予算は、R4.4.1時点での金額を記載しています。（R3からの繰越額含む。）
＊R4予算のみ金額が記載されている事務事業（新規事業）は、R4の事業内容（計画）を記載しています。

施策を構成する主な事務事業

単位：千円

会計 事務事業名 部局名 室名 令和3年度内容
R3決算額
（見込）

うち
一般財源

R4予算額

公
営
企
業
会
計

下水道事業会
計

上下水道部 経営総務室

・下水道事業の運営
・中央処理区面整備、幹線管路整備等
・施設管理、管渠修繕工事等
・中央浄化センター増設事業
・農業集落排水整備促進事業(名張市第1期)
・名張川改修に伴う下水道管路移設工事
・既設戸別浄化槽の維持管理

〈令和2年度繰越分〉
資本的支出　　　497,703,760円
〈令和3年度現年分〉
収益的支出　　2,495,036,095円
資本的支出　　1,553,021,069円

【参考】
継続費逓次繰越　446,470,000円
繰越額　　　　　　　683,131,000円

4,545,761 - 5,715,275

一
般

浄化槽設置費
等補助金

上下水道部 経営総務室

生活排水等を処理する合併処理浄化槽の設置と適正
管理を進め、公共用水域の水質汚濁防止を図るた
め、浄化槽設置に係る補助金を交付しました。
・新築分　10基　1,500千円
・転換分　3基　450千円
・汲み取りからの転換に伴う配管　3基　180千円

2,130 840 3,000


